
令和６年度 アントレプレナーシップ教育推進モデル事業 新潟県教育委員会

胎内市教育委員会 胎内市立中条学校学校支援型

実践のテーマ：  学びの価値を自覚するアントレプレナーシップ教育の推進
～自分たちの問いを探究する「子ども真ん中」授業と学習ログの蓄積～

実践の概要： まちづくり会社 中条中学校社2024
 自分たちで問いをもち、「胎内市のまちづくり活性化プラン」 を提案し、活動を実践する

単元名：（３学年）胎内市の未来は、私たちがつくる！ ～ まちづくり会社 中条中学校社2024 ～

キックオフ

テーマごと
に探究

発信イベント

講演会・・・胎内市の4人のゲストティーチャーから、自分が実践しているまちづくりの話を聞く
問いの設定・・・４,5人の生活班で問いを設定し、「胎内市のまちづくり活性化プラン」を考える
提案発表会・・・地域の方々を招いて、「胎内市のまちづくり活性化プラン」プレゼンする

活動の決定・・・いただいた意見から自分たちの地域貢献活動を練り直し、活動を決定する
フィールドワーク、探究・・・必要に応じてフィールドワークをする等、プレイヤーと探究を進める
発信イベントの準備・・・探究してきたことをどのように伝えていくかを具現化する

本町マルシェ・・・11月3日に実施している商店街のイベント本町マルシェに参加する
成果発表会・・・全員が、今回の活動を通して学んだことを発表する
振り返り・・・記述と県のアントレプレナーシップ教育推進における成果測定の12の指標で実施

＜成果＞ １主体的に課題を見つけ、解決に向け試行錯誤することで成長した
実社会の問題に挑戦したことで、多面的な視点でものごとを考えられるように
なった。アンケートの数値が伸びた。・将来の夢や目標を持っている+22.0
・人の役に立つ人間になりたいと思う +10.4 ・自分とちがう意見について考え
るのは楽しい+11.2 ・うまくいかなかったときに、次の方法やアイディアを考
えようとする +9.0 ２ 総合的な学習の時間が楽しいと答えた生徒は93.4％

写真・図等

＜課題＞ ・生徒の振り返りを見ると、教科の学習内容と関連することが薄い。
各教科のカリマネや学習ログの蓄積、単元内自由進度学習などの視点からさらに
授業改善を図っていきたい。・学び方に関することでは、様々な意見があった。
これを個人にとどめず、班、学級、学年、他学年へも共有し、学びを広げていき
たい。・今後この活動をいかに持続可能なものにしていくかが大きな課題である。
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